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田辺城跡第 35次発掘調査 現地説明会資料 

 

 

遺  跡  名   田辺城跡  

遺跡の時代   安土桃山時代～江戸時代  

遺跡の種別   城跡（平城）  

調 査 場 所   舞鶴市字北田辺 51番地付近 （旧市民会館跡地）  

調 査 期 間   令和７年６月９日～8月上旬（予定）  

調 査 機 関   舞鶴市  

調 査 目 的   公共施設建設に先立つ範囲確認調査 

調 査 面 積   約 100 ㎡  

主な検出遺構  堀、石垣  

主な出土遺物  瓦、土師器、陶磁器類、木製品など  

 

 

【はじめに】  

田辺城は、安土桃山時代に織田信長に仕えた細川藤
ふじ

孝
たか

（後の幽
ゆう

斎
さい

）が築城しました。築城時期を明確に示す

史料はありませんが、10 年程の歳月をかけて天正 19（1591）年頃には完成したとみられています。また、

慶長 5（1600） 年、各地で勃発した関ケ原合戦の前哨戦の一つに数えられる「田辺籠城戦」の舞台として知

られます。その後、京極氏、牧野氏と城主は変わりましたが、明治維新による廃城令により取り壊されるまで

の約 280年もの間、修繕が続けられながら城下町と共に政治・経済の中心として存在しました。 

田辺城の遺構は歴代城主で区分し、  

（１）細川期【天正 9(1581)年頃～慶長５（1600）年】  

（２）京極期【慶長６（1601）年～寛文８（1668）年】  

（３）牧野期【寛文８（1668）年～明治４（1871）年】  

の３期に分けることができます。このうち、京極期の大改修によって今日知られている田辺城の輪郭が整備さ

れたとされています。調査地は、公共施設の建設に先立って実施しており、調査地は田辺城の絵図によると三

ノ丸石垣に該当し、南の大手門へ続く石垣の存在が予想されました。今回はその石垣を確認することを主目

的として調査を実施しました。  

 なお、調査現場は説明会終了後に埋め戻し、遺構を十分に保護した上で開発されます。 

 

【今回の主な調査成果】 

・延宝期の絵図と一致する L字状の石垣を確認した。  

・17世紀後半に行われた田辺城の修復の様子を確認することができた。  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 田辺城の縄張りと調査地点（縄張は京極期以降のもの） 

今回調査区 



2025.８.２ 

 

2 
 

【検出遺構】 （図２、写真１） 

今回の発掘調査で堀、石垣などが確認されました。  

 

石垣 

堀に面して東西方向の石垣（約 10ｍ）と南北方向の石垣（約 1m）を確認しました。南北方向の石垣はこれ

より南側は確認できず、後世の開発によって抜き取られたものと思われます。石垣全体の上部も後世に石材

が抜き取られており、本来の高さは不明ですが、 石垣の残存高は約 1.6m〜1.７ｍを測ります。石材は花崗

岩が使用されており、角度は約 75 度と急な勾配で直線的に石垣が積まれていました。東西方向の石垣から、

横約 1.１ｍ、高さ約 1.3ｍ、 奥行き 0.4mを測る石材を 1石確認しました。  

また、東西石垣において石材の加工については以下の２つに分けられます。  

（石垣①）⋯自然石を使用。 基底から 2段目までの石垣。 

（石垣②）⋯石を割って整形した石垣を使用。 割った面が見えるように石垣の表に置く。３段目から上の石垣。 

 

細川期の田辺城の絵図には東西石垣が確認できないこと、石垣の積み方や、加工の様子などから基底から

２段目までの石垣（石垣①）は京極期の石垣と考えられます。 

また、1681（延宝９）年の田辺城の修復図（図３）では、今回の調査箇所で「此所２間崩、高サ２間」の記述が

あり、２段目より上の石垣（石垣②）は牧野期に修復された石垣と考えられます。 

 

図２ 調査区平面図 

石組み遺構  

石垣の屈曲部付近から石組みの排水遺構が確認されました。左右には幅約 0.2ｍ、高さ約 0.3ｍに整形さ

れた石材が置かれています。排水口は約 0.3ｍの大きさです。標高は、−0.3ｍの位置にあります。牧野期に

城内側から掘へ排水するために設置されたと思われます。   

 

石積み遺構 

調査区西側に本来の石垣前面を覆うよう石材を積み上げた遺構を確認いたしました。粘土質の土を盛り、

石材の大きさは 0.1m〜0.8ｍとばらつきがあり、自然石を使用しています。石積み遺構南端には、直径約

0.1ｍの木製の杭が打たれており、石材が崩れるのを防止する石留めの役割があったものと思われます。 

東西石垣の西側の屈曲部付近まで続いており、石垣の中で強度の弱い屈曲部、特に石垣の基底部に石を置

くことで、強度を上げ石垣が崩れなくすることを目的に積まれたものと思われます。  

 

（謝辞）今回の発掘調査を実施するにあたり、以下の方々からご指導、ご協力を頂きました。記して感謝いたし

ます。（敬称略） 

    北垣聰一郞（金沢城調査研究所名誉所長）、森島康雄、加藤雄太（（公財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 調査区全景 
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図 3 大滝家田辺城絵図（個人蔵） 

    延宝 9（１６８１）年 

 

 

 

 

 

 

表１ 田辺城 年表 

 


